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第２学年 道徳科学習指導案 
 

  令和元年１０月９日（水） 第５校時 

 

１ 主題名   自分の心に正直に   内容項目【A 正直、誠実】 

 

２ ねらい  主人公の心の葛藤や正直に行動しようと決意した気持ちについて話し合うことを通して、正直に

行動した時の心のすがすがしさに気付き、うそやごまかしをしないで明るい心で生活しようとす

る態度を養う。 

  教材名  「だれのせい？」（出典：彩の国の道徳「きょうもげんきに」埼玉県教育委員会） 

 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいや指導内容について 

本主題は、学習指導要領の内容項目における【A 正直、誠実】の第１学年及び第２学年の指導の観点

である「うそをついたりごまかしたりしないで、素直に伸び伸びと生活すること。」を深めることを意

図したものである。これは、第３学年及び第４学年の「過ちは素直に改め、正直に明るい心で生活する

こと。」につながり、さらに第５学年及び第６学年の「誠実に、明るい心で生活すること。」へと発展し

ていく。また、中学校の「自律の精神を重んじ、自主的に考え、判断し、誠実に実行してその結果に責

任をもつこと。」につながっていく。 

過ちや失敗は誰にでも起こり得ることである。その時に、自分自身が責められたり、不利な立場に立

たされたりすることを回避しようとしてうそを言ったり、ごまかしたりすることがある。第１学年及び

第２学年の段階においては、自分自身の言動を他者から叱られたり笑われたりすることから逃れようと

する気持ちが働いてしまい、うそを言ったりごまかしたりして暗い心になり、後悔や自責の念、良心の

呵責が生じることがある。それらを乗り越えようとすることが正直な心であり、自分の心に正直に行動

し、誠実な生き方を大切にする心を育てていくことが重要である。 

指導に当たっては、うそやごまかしをしないで明るい心で楽しく生活することの大切さを押さえ、い

けないことをしてしまったときには素直にその非を認め、あやまり、正直で素直に伸び伸びと生活でき

る態度を養うことが大切である。 

 

（２）これまでの学習状況及び児童の実態について 

本学級の児童は、これまでの道徳の授業「子だぬきポン」で「正直に言うことの大切さ」を学び、「メイ

とケンプ」で「自分が正しいと思ったことをすることの大切さ」を学んできた。多くの児童は、うそをつい

たりごまかしたりしてはいけないことや、正直で素直な行動をしたほうがよいことは理解している。そのた

め、１年生のときから見ると、善悪の判断もつくようになり、互いにしてはいけないことを注意し合う

様子も見られるようになった。反面、知恵もつき、注意されることを回避しようと、ささいなごまかし

を言ったり、誰も見ていないところでは自分の行動にうそをついたりすることも度々ある。道徳の時間

には、模範的な発言が多い児童たちである。主人公の気持ちは上手に話せるが、価値を自分のこととし

て捉える児童はまだ少ない。 

 以下、児童に行ったアンケート調査の結果である。（実施日 令和元年９月 ３１名回答） 

 

 



小低－2 

 

 

 

 

 

 

 

 結果を見ると、「自分の失敗やよくないことをごまかすために、うそをついてしまったことはあります

か」という質問に、半数は「はい」と答えている。多くの児童は、今までうそやごまかしをしてしまったこ

とがあり、誰にでも経験があることだと言える。その理由も、「怒られたくない」や、「恥ずかしい」という

自分を守ったり、よく見せようとしたりする気持ちが多く、２年生の段階では、自分の心に正直に行動する

ことが難しい児童もいる。また、「いいえ」と回答した児童の中には、自分をよく見せたいと思っていたり、

うそやごまかしをしている自覚がなかったりする児童もいることが考えられる。さらに、「自分がいけない

ことやよくないことをしてしまったらどうしますか」という質問では、半数以上が「正直に言う」と答えて

おり、うそやごまかしをせず、正直に言った方がよいことは多くの児童が理解している。その反面、「すぐ

に言えず迷ってしまう」と答えた児童も多く、やはり自分のこととなると、正直に言うことは理解していて

も、すぐには行動できない迷いが生じてしまうことがわかる。 

そこで、本時の授業を通して、うそをついたりごまかしたりしないで、正直に行動することのよさや

明るい心で楽しく生活することの大切さに気付くとともに、人に対しても自分に対してもうそをつかな

い正直な心や明るい心を身に付けることができるようにしたい。 

 

（３）教材の特質や活用方法について 

  本教材は、ひろくんがてっちゃんと休み時間にサッカーをしていて体育小屋の窓ガラスを割ってしま

い、正直に言おうか迷っているひろくんの心の葛藤を通して、ねらいに迫るものである。過ちを人のせ

いにして責任逃れをしようとする２人の姿や、先生に本当のことを話すために職員室に向かう２人の姿

から、人の心の弱さに共感しながらも、過ちを隠し通すことのつらさや、正直に行動することのすがす

がしさに気付くことで、うそやごまかしをしないで明るい心で生活することの大切さを学ぶことができ

る教材である。 

  本学級の児童の実態を受け、主に次の場面を中心に話し合うことにする。  

① 窓ガラスを割ってしまい、２人で言い合っている場面 

ここでは、「自分が悪いのではなく相手が悪い」と人のせいにしようとする心の弱さや焦りに共感

させる。 

 ② 「平気だよ」という言葉に心がもやもやしている場面 

   ここでは、ごまかそうとする心と良心とで葛藤している主人公の気持ちについて、自分の立場を明 

確にして話し合わせ、考えを深めさせる。 

 ③ 先生に本当のことを話そうと決心した場面 

   ここでは、正直に話すことを決心した心の内を考えさせ、正直に行動することのすがすがしさに気 

付かせる。 

  以上の理由から、本主題を設定した。 

  本教材を通して、過ちを人のせいにして責任逃れをしようとする、人の心の弱さに共感させると共に、 

自分の心に正直に向き合ったことで素直に謝りに行く態度が生まれたことを捉えさせたい。そして、自 

分を偽らず、正直であることは、気持ちがいいということに気付かせたい。 

〇自分の失敗やよくないことをごまかすために、うそをついてしまったことはありますか 

 はい・・・１６人    いいえ・・・１５人 

〇それはなぜですか（はいと答えた人） 

・怒られたくない ・みんなの前だと恥ずかしい ・ばれたくない ・遊びで負けたくない 

・勉強でわからないところがあった  

〇自分がいけないことやよくないことをしてしまったらどうしますか（無回答・・・３人） 

正直に言う・・・１６人  正直に言えない・・・０人  すぐに言えず迷ってしまう・・・１２人  
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４ 研究主題との関わり 

 

 

 

＜仮説１＞ 

 自分との関わりで考え、他者と話し合う活動を充実させ、主体的で対話的な学びのある学習過程の工夫をすれ

ば、考え、議論する深い学びとなり、児童の豊かな心が育つであろう。 

＜手立て＞ 

・主人公に自分を投影しながら自分のこととして考えられるように、発問に沿って教材の提示を区切ったり、自

分の立場を明確にする活動を取り入れたり、考えをワークシートに書いたりする時間を充実させる。 

・主人公の気持ちを多面的に考えさせるため、自分とは立場や考えの違う友達の意見を聞く話合い活動や主人公

の気持ちの変化に迫る役割演技を取り入れる。 

＜仮説２＞ 

 ワークシートを活用した価値理解、他者理解、自己理解を深める評価の工夫をすれば、物事を多面的・多角的

に考え、ねらいとする道徳的価値に迫ることができ、児童の豊かな心が育つであろう。 

＜手立て＞ 

・ワークシートを活用して道徳的価値の理解を深めるために、課題に対する最初の自分の考えを書かせたり、ね

らいとする場面で自分の考えを書かせたりして、それをもとにした学習の振り返りや自己評価ができるように

する。 

・価値理解や自己理解の深まりを評価するために、教師の説話を聞いてからワークシートに振り返りを書かせる。 

 

５ 学習指導過程 

段階 学習活動・主な発問 予想される児童の発言 指導上の留意点 ☆評価の視点  時間 

導

入 

１ アンケートの結果を

見る。 

 

 

 

２ 本時の課題をつか 

む。 

 

 ・今まで正直に言えなかった経験は誰

にでもあることや、正直に言った方

がよいという価値はみんなもってい

ることを確認して、課題につなげる。 

 

・課題意識をもたせるために、今の自

分の考えをワークシートに書かせ

る。 

５

分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展

開 

３ 教材の条件、情況を

知る。 

 

４ 教材「だれのせい？」

の読み聞かせを聞きな

がら、話し合う。 

（１）なぜ二人は言い合

っているのかな。 

 

 

 

 

 

 

 

・じぶんのせいじゃない 

・てっちゃんが悪いから 

・怒られちゃう 

 

 

 

 

 

 

・「自分が悪いのではなく相手が悪
い」と人のせいにしようとする心
の弱さや焦りに共感させる。 

 

３

分 

 

 

 

 

５ 

分 

 

正直に言うよさってなんだろう 

・登場人物：ひろくん（主人公）、てっちゃん（友達） 

・条件、情況 

 サッカーが大好きなひろくんが休み時間にてっちゃんとサ

ッカーをしていたら、ボールが窓ガラスに当たり、ひびが

入ってしまった。 

確かな学力を身につけた みなみっ子の育成を目指して 

～「つながる」学習、「かかわる」道徳～ 
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（２）ひろきくんはな 

ぜもやもやしている 

のでしょう。 

・「正直に言う」「すぐに

言えない」自分はどう

ですか。 

 

 

（３）先生に言おうと決

心した時、２人はどん

なことを話したかな 

 

 

 

 

 

 

（４）先生に本当のこと

を話した後、ひろくん

はどんな気持ちになっ

たでしょう。 

・どのように気持ちが変

化したのか考えてみま

しょう。 

 

 

５ 教師の説話を聞く。 

 

・ばれたらどうしよう 

 

・本当に平気か不安 

・ばれたらどうしよう 

・言った方がいいけど言 

えない 

・このままでいいのか迷

っている 

 

 

・このままじゃいけない 

・正直に話した方がいい 

・もやもやしたままだと

いやだ 

 

 

 

 

 

・話してよかった 

・すっきりした 

・言ったほうがいいな 

・もやもやがなくなった 

・明るい気持ちになった 

・サッカーも楽しくでき 

 る 

 

 

 

 

 

 

 

・葛藤する主人公の心を深く考え、共

感させるため、「ごまかそう」という

考えと「正直に言おう」という二つ

の気持ちに気付かせる。 

・自分との関わりで考えられるように、

心のカードを活用し、自分の立場を

明確にして話し合わせる。 

 

・正直に話そうと決意した主人公の気

持ちを自分との関わりで考えられる

ように、もやもやした心と対比しな

がら決心したときの気持ちをワーク

シートに書かせ、グループで話し合

わせる。 

☆主人公の心の葛藤や正直に行動しよ
うと決意した気持ちについて考え、
話し合っている。（発言・記述） 

 

・主人公の心の変化を感じられるよう

に、２人で決意した時から、先生に

本当のことを言った後までの一連の

流れを役割演技で行う。 

☆うそやごまかしをせずに、正直な心

でいようとすることのよさについ

て、自分との関わりで考えている。

（発言、役割演技） 

 

・教材の価値を一般化し、振り返りに

つながるように話をする。 

 

 

10 

分 

 

 

 

 

 

 

８

分 

 

    

 

 

  

 

 

６ 

分 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

分 

終

末 

６ 本時の課題について

考え、今日の学習を振

り返る。 

・正直に言うよさって何

だろう。 

・正直に言うともやもやし

た気持ちがすっきりする 

・正直に言った方が気持ち

がいい 

・うそついていると、楽し

くないから正直に言っ

たほうがいい 

・うそやごまかしでもやもやする心と、

正直に言ってすっきりした心を比較

しながら、正直に言うことのよさを

考えさせ、本時の課題と、価値理解

に迫る。 

〇書く活動を通して、自分自身をしっ

かりと見つめさせ、ねらいとする道

徳的価値についての自覚を深めさせ

る。 

５

分 

 

 



小低－5 

 

６ 他の教育活動との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 評価の視点 

【物事を多面的・多角的に考えている様子】 

 ・主人公の心の葛藤や正直に行動しようと決意した気持ちについて考え、話し合っている。 

【道徳的価値についての理解を自分との関わりで深めている様子】 

 ・うそやごまかしをせずに、正直な心でいようとすることのよさについて、自分との関わりで考えている。 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭・地域社会との連携 

・学級通信や懇談会等で、子供たちのよい行いや取組など、児童の様子を

知らせ、学級の様子を家庭にも理解してもらう。 

道徳科 

 
（５月） 
主題名「素直に伸び伸びと」 
教材名「子だぬき ポン」 
・嘘やごまかしをせず、正直に生
活することのよさに気付き、素
直に伸び伸びと生活しようと
する態度を養う。 

（１０月） 
主題名「自分の心に正直に」 
教材名「だれのせい？」 
・正直に行動することの大切さ 
に気付き、素直に明るい心で 
生活しようとする態度を養う。 

（１月） 
主題名「明るい気もち」 
教材名「みかんの木の寺」 
・他人や自分に正直な心でいよう
とすることのよさに気付き、明
るい気持ちで生活を送ろうと
する意欲を高める。 

 
 
 
 
 

 

  

「
だ
れ
の
せ
い
？
」 

課
題
：
正
直
に
言
う
よ
さ
っ
て
な
ん
だ
ろ
う 

正
直
に
言
う 

・
お
こ
ら
れ
る 

・
わ
る
い
こ
と
を

し
た
か
ら 

・
す
な
お
に
あ
や

ま
ろ
う 

・
ご
ま
か
す
の
は

よ
く
な
い 

 

・
お
こ
ら
れ
た

く
な
い 

・
じ
ぶ
ん
ん
は

わ
る
く
な
い 

・
だ
れ
に
も
ば

れ
て
い
な
い 

・
き
っ
と
だ
い

じ
ょ
う
ぶ 

・
ど
う
し
よ
う
、
お

こ
ら
れ
る 

・
て
っ
ち
ゃ
ん
が
わ

る
い 

・
ぼ
く
の
せ
い
じ
ゃ

な
い 

 

事前指導 

 
（年間 当番・係活動） 
・当番、係活動で友達と協
力し、励まし合いながら
楽しく伸び伸びと活動が
できるようにする。 

（運動会、練習） 
・互いに協力し励まし合う
ことを大切にする。失敗
したら素直に謝り、それ
を広い心で許し、応援す
る態度を育てる。 

（６月 国語「うれしいこ
とば」） 

・友達のよいところをや言
われてうれしかった言葉
を相手に伝え、自分のよ
さに気付き、明るい気持
ちで生活しようとする心
情を育てる。 

事後指導 

 
（兄弟学級、縦割り活動） 
・下級生や他学年の友達と協
力して活動することを通し
て、失敗やよくないことは
誰に対しても素直に謝り、
相手を許す広い心をもつこ
との大切さに気付かせる。 

（年間 学級活動） 
・よくないことや失敗は正直
に謝る素直さや、相手が謝
ったら素直に受け止め、許
してあげることが、明るく
楽しい生活につながること
に気付かせる。 

 

 

もやもや 

・
ほ
ん
と
に
へ
い
気
か
な 

・
あ
や
ま
り
づ
ら
い
な 

・
あ
や
ま
っ
た
方
が
い
い 

・
や
っ
ぱ
り
よ
く
な
い
な 

 

気もちいい 

言
え
な
い 

・
す
っ
き
り
し
た 

・
気
も
ち
が
い
い 

・
も
や
も
や
が
な

く
な
っ
た 

・
明
る
く
な
っ
た 

 

へい気だよ 

もやもや 
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９ 教材吟味表 

【教材名】だれのせい？   （出典 彩の国の道徳「きょうもげんきに」埼玉県教育委員会） 

【主題名】自分の心に正直に 

条件・情況 

主人公 ひろくん   登場人物  てっちゃん   

 ・ひろくんはサッカーが大好き。休み時間にてっちゃんと校庭でサッカーをしている。 

 ・てっちゃんが蹴ったボールがひろくんの手をはじいて体育小屋の窓に当たり、ガラスにひびが入った。 

 ・二人で言い合い、てっちゃんの「ひびが入っただけだから平気だよ」という言葉でひろくんの心がもやもや 

している。 

 ・次の日の朝、ひび割れたガラスにテープが貼ってあるのを見て、本当のことを話そうと職員室に向かう。 

 

【話題につなげたい場面や気持ちの変化、キーワードや話合いの柱など】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

休み時間にサッカーをしていたひろくんとてっちゃん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

課題 正直に言うよさって何だろう 

窓ガラスにひびが入って、二人
で言い合っている場面 

 

・どうしよう 

・ぼくのせいじゃない 

・てっちゃんのせいだ 

・怒られたくない 

・平気だよ 

 「平気だよ」という言葉が響き、
心がもやもやしている場面 

二人はなぜ言い 
合っているので 
しょう。 
 

ごまかそう 

・自分も悪いから 
・このままじゃよくな
いな 

・ごまかしてて気持ち
がもやもやする 

・本当のことを言った
ほうがいいかな 

・ばれなければ大丈夫 
・ひびだけだから平気 
・ぼくのせいじゃない 
・怒られたらいやだ 
・どうしよう 

本当のことを
話した後 

 

・正直に言うと、もやもやした気持ちがすっきりする 

・正直に言った方が気持ちがいい 
・うそついていると、楽しくないから正直に言ったほうがいい 

 

【内容項目】A 正直、誠実 

【ねらいとする人間像】うそをついたりごまかしたりしないで、素直に明るい心で生活しようとする児童 

・やっぱりこのままじゃいけない 

・もやもやままだとよくない 

・正直に言ったほうがいい 

 

ひろくんはなぜ
もやもやしてい
るのかな 

先生に言おうと 
決心した２人は 
どんな話をした 
でしょう。 

・話した後はど 

んな気持ちに 

なったかな 

正直に言うよさって何だろう 

正直に言おう 

もやもや 

 

先生に本当のことを話そうと決
めた場面 

・もやもやがすっきりした 

・正直に話してよかった 

・今は気持ちがいいな 

すっきり 

人間理解 

他者理解 

価値理解 


